
ヒトに寄り添うペルソナ創成プロジェクト　ワークショップご案内

人間科学研究科　教育支援デジタルクローン共同研究講座

●日時 第 1 回　10/10（木）13:30-16:40
 第 2 回　11/14（木）13:30-16:40
 第 3 回　12/12（木）13:30-16:40
●場所 テクノアライアンス棟 B308
 教育支援デジタルクローン共同研究講座

●参加登録フォーム https://forms.gle/Z8djZ1KqY1725TLe6

【単位認定について】
　このラボの活動は，学部 2 年次以上については人間科学部・人間科学研究科の以
下の科目の単位認定対象です（学部 1 年生は単位取得はできませんが、活動に参加
することは可能です。また他の活動ですでに以下の科目の単位を取得されている場
合は重複して科目の単位を取得することができません。単位認定には所定時間の課
外活動への従事も必要です）。

※未来共創センター・IMPACT オープンプロジェクト（スタートアップ型）
　人間科学部・人間科学研究科の学生のみ履修可
　　学部（2 年次～） : 人間科学学際実習 II
　　博士前期課程  : 総合人間科学実習 II
　　博士後期課程  : 総合人間科学特別実習 II

【目的・概要】
●人に寄り添うデジタルクローン作成技術の普及と人材育成
●専門家（メンタルヘルス予防、看護・子育て相談など）と連携
　⇒社会実装・普及
●共通プラットフォームによって「知」のデジタル化
　⇒デジタルクローン経済圏へ

【ワークショップご案内】
　汎用人工知能（AGI）を作成するプラットフォームである

「Thinkeye」を用いたデジタルクローン作成の実体験を通じて、エキ
スパートの知識やスキルをデジタル上で模倣可能とする技術のノウ
ハウをお伝えいたします。

デジタルクローン化

専門家の経験やノウハウを DX

メンタルヘルス、看護
介護、子育て相談…等

⇒寄り添いサービス

デジタルクローンに
よってヒトに寄り添う
サービスを提供

寄り添い対象に
合わせたサービス

社会実装
人材育成作成技術普及

デジタルクローン経済圏

【概要】
・記録から「視点」「状態」「結論」を抽出
・「視点」「状態」と「結論」の因果すなわち
　個人の「知」を解析、ツリー形式で明示
・一つの決断に伴う多くの多面的思考を
　多重のルールとして学習
　（DFL：decision forest learning）
　⇒人の多面的な思考を模倣 / シミュレート

【社会実装に向けて】
・デジタルクローン連携する共同研究講座の誘致
　大阪大学、横浜市立大学（2 講座）、協議中 3 講座
・プラットフォーム開発企業 6 社
・persona 販売開発専用企業の設立
・実サービス用デジタルクローン事業者
　教育支援、ICU、介護、メンタルケア、など

【使用ツール】　Thinkeye
・表計算ソフトのように簡単な事例登録
・ルールが一目でわかるツリー表示
・多重のルールを俯瞰で理解しやすいカラム構造
・IT 知識を必要としないノンプログラミングツール
・思考の動きを確認するシミュレーション機能
　⇒データサイエンティストではなく
　　専門家自らデジクロ作成可能

視点・状態と結論の因果＝個人の「知」を学習
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デジタルクローンとは

https://forms.gle/Z8djZ1KqY1725TLe6

